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MS&ADグループのマテリアリティ

損害保険は、自然と調和の取れた持続可能な社会・経済の上に成り立ってきたビジネスであるからこそ、
気候変動、自然資本・生物多様性への対応は損害保険の持続可能性を左右する最優先課題と考えています。



TCFD/TNFDレポート

“グリーンレジリエンスレポート”
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気候・自然への「依存とインパクトの経路図」と対応した取組み



当社グループにとっての気候・自然関連の課題
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気候・自然への「依存とインパクトの経路図」と対応した取組み

自然災害の増加に対する
提供価値向上

お客さまの気候・自然に係る
リスク評価と対話

ネットゼロ、ネイチャーポジティブ、
サーキュラーエコノミー

を支える保険商品・サービスの提供

グリーンレジリエンスに
向けた協働と基盤づくり

⚫リスク・機会を踏まえた主な取組み



グリーンレジリエンスとは
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グリーンレジリエンスに向けた協働と基盤づくり

・治水や湧水保全に向けた流域の水循環の健全化・ネイチャーポジティブを後押し
・産官学と地域社会が一体となったコレクティブアクション

JST COI-NEXT事業 [SIPスマートインフラ/環境省推進費]

自然共生サイト 自然共生サイト

流域
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熊本ウォーターポジティブアクション

×



お客さまの水関連リスクへの対応を支援する
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お客さまの業種ごとの水の依存とインパクト
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お客さまの業種ごとの水の依存とインパクト
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水資源関連のリスク分析支援～MS&ADインターリスク総研
◼地圏環境テクノロジーが有するグローバル地域の水循環を可視化可能なGETFLOWSを用いて取水や排水の依存・インパクトを分析します

依存・インパクト評価の一例

取水に対する依存・インパクト
✓ 流域内の水ストレスおよび自拠点、原材料生産地（農地など）の水利用

が占める割合：依存
✓ 自社取水に占める重要エリアからの水資源の割合：依存
✓ 取水による地下水低下の影響範囲・程度：影響

排水によるインパクト
✓ 自社の排水の流域への影響度（範囲・濃度）：影響
✓ 重要エリアへの排水の影響（範囲・濃度）：影響

施肥によるインパクト
✓ 施肥による河川水質への影響評価（濃度・範囲）：影響
✓ 施肥による地下水水質への影響評価（濃度・範囲）：影響
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